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手　引　き　書

教材テーマ：画像情報のディジタル化

教材Ｎｏ
：２－２

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者
  この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。


この教材では、アナログ情報とディジタル情報のイメージがあることを前提にします。

ねらいと効果
  画像情報をコンピュータで扱う時、ディジタル化して扱います。そこで、画像情報をディジタル化する仕組みを理解します。

学習の項目
  学習項目は次の順番になっております。
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２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成
教材は7段階に分かれています。

教材の流れ
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３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。
３．１　サーバーマシン


（１）Ｗｅｂサーバを立ち上げる。

　　   （２）「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\2-2.bat」

            を実行する。

３．２　クライアントマシン


（１）OSを立ち上げる。


（２）Ｗｅｂブラウザ（Internet Explorer）を起動する。


（３）「アドレス」に「（サーバマシンのipアドレス）/ipa/」を指定し、

             確定する。

  （４）教材リスト表が表示されるので、「画像情報のディジタル化」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”または“汎用教材”をクリックする。
※「マルチメディア教材」「汎用教材」ともに（１）～（３）の操作は同じです。（４）で“マルチメディア教材”か“汎用教材”のどちらかを指定します。

　　　　　　　　　

４．教材の活用授業の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習の進め方
  この教材は、アナログ情報をディジタル化する仕組みを理解するため、１時限（５０分）の授業で活用できるようになっています。


  この教材では、「画像」をアナログからディジタルに変換しコンピュータで扱うことを題材にしています。これはアナログ情報をディジタル化する１つの例であり、他の例として教材２－１「音情報のディジタル化」と併せて活用することでディジタル化の仕組みを更に理解できるようになっています。


  また、マルチメディア教材活用後に汎用教材を併せて活用すると分割数の違いによる画像の質を更に深く理解できます。

時間配分
  この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
アナログ情報とディジタル情報について説明する。
５分

２．マルチメディア教材の活用
(1)画像とコンピュータの関係
画像をコンピュータで扱うときのイメージをつかむ。
５分


(2)ディジタル情報としての画像
アナログ情報としての画像をディジタル情報に変換する仕組みを理解する。
５分


(3)画像と色の関係
ディジタル情報として色を表現する方法を理解する。
５分


(4)画像と分割数の関係
画像をディジタル化するときの分割数について理解する。
５分


(5)動画の仕組み
画像の作成を体験する。また動画の仕組みを理解する。
１０分

３．汎用教材の活用
分割数の違う画像を使って、画像の質を比べる。
１０分

４．まとめ
アナログ情報をディジタル化する仕組み、及びディジタル化したときの利点と欠点についてまとめる。
５分

　　　　　　　　　　

５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と解説
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画面No.0

画像情報のディジタル化（タイトル）


・最初から学習する場合は「画像とコンピュータの関係」をクリックする。

　途中から学習する場合は、学習する項目をメニューから選ぶ。

・「教材の使い方」「要点」は必要に応じて見る。
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画面No.１
画像とコンピュータの関係


・写真の絵をクリックする。

　（写真がスキャナーで取りこまれ、コンピュータに保存される。）

・ディスプレイをクリックする。

　（コンピュータに保存されている画像がディスプレイに表示される。）
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画面No.２
画像をどうやって数値にするの？


・画像選択で画像を選ぶ。

・「ディジタル化」をクリックすると選んだ画像が分割される。

・もう一度「ディジタル化」をクリックすると分割されているます目毎に色を数値化する。

　（色を数値化する方法は画面3、４で学習）

・もう一度「ディジタル化」をクリックすると分割されているます目毎に数値が色に戻る。

・「考えてみよう」の内容を見て、学習ポイントを確認する。
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画面No.３
色はどのようにして数値化してるの


・赤、緑、青それぞれの色の強さを０から７の値から選択する。

・「合成」をクリックすると、選択した色の強さで３色を合成した結果が表示される。

［解説］

・コンピュータで色を表現するとき、通常赤、緑、青の光の三原色の強さを表した数値を使う。これら３色の強さを表す数値を２進数で扱う。

画面遷移
画面操作と解説
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画面No.４
自然色を出すには？


・画像を選択する。

・色の数を選択する。

［解説］
・選択した画像により、必要になる色の数を確認する。

・色の数により、データ量が変わることを確認する。
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画面No.５
がたがた画像となめらか画像


・画像を選択する。

・分割数を選択する。
［解説］
・選択した画像と分割数により、画像の質を比べる。

・分割数により、データ量が変わることを確認する。
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画面No.6

どっちがきれい？


・分割数が違う２つの画像に違いが無いことを確認する。

・「ズーム」をクリックし、分割数が違う意味を確認する。
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画面No.７

アニメーションを作ってみよう


・動画選択をする。

・「動作」をクリックし、アニメーションを見る。

・編集したい画像（コマ）をクリックし、画像を編集する。編集後の画像を使って動作を確認する。

・「保存」をクリックし、編集した画像のアニメーションデータを保存する。



画面遷移
画面操作と解説
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画面　No.8

画像を編集してみよう


・色を選択し、ます目をクリックして色を置いて行く。

・「消去」をクリックすると、作成中の画像が消える。

・「元に戻す」をクリックすると、最初の画像に戻る。

・「前の画像をコピー」をクリックすると、動画で使われている前のコマの画像を表示する。

・「OK」を押すと、編集した結果でアニメーションを作ってみようの画面に戻る。

画面No.９

みんなの作った動画を見てみよう


・動画選択から見たい動画のデータを選択する。

・「動作」ボタンを押して見る。

６．汎用教材使用の手引き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表３ 汎用教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と解説

汎用教材


・下記の２つの画像ファイルをディスクに保存する。Image1.gif、Image2.gif

（２つの画像は同じ絵ですが、画素数が違います。）
・「スタート」メニューの「プログラム」「アクセサリ」「ペイント」を選択し、起動する。
・「ファイル」メニューの「開く」で保存した画像ファイルを開く。
・「表示」メニューの「拡大」「拡大率の指定」を選択し、４００％に拡大する。
・曲線ががたがたになるのを見る。
・「表示」メニューの「拡大」「グリッド表示」を選択する。
・画素を区切る線が表示されるので、１つの画素がどのくらいの大きさになっているかを見る。
・拡大率を変えてみて画素の大きさと曲線の滑らかさを比べてみる。
・エクスプローラを起動して、保存したファイルのサイズを比べる。
［応用］
・ディジタルカメラやスキャナで取り込んだ画像を上記のソフトで開いて、拡大してみる。

学習項目





１　画像とコンピュータの関係





目的　　	赤、緑、青の光の三原色を使って、それぞれの強さを数値で指定することで色をディジタル化できることを理解する。








目的　　	画像をコンピュータで扱うときはどのような形で扱うのかというイメージをつかむ。





３　画像と色の関係






































目的　　	連続する画像を高速に表示することで動画になることを理解する。また、画像を簡単に編集できることを体験する。























アニメーションを作ってみよう





どっちがきれい？





５　動画の仕組み








自然色を出すには？





色はどのようにして数値化するの？





画像をどうやって数値にするの？





画像とコンピュータの関係





がたがた画像となめらか画像





目的　　	画像情報をディジタル化するには、まず画像を分割し、分割毎に色を数値にすることを理解する。








２　ディジタル情報としての画像





目的　　	元の画像に近くするためには分割数を多くする必要がある。しかし、多くするとデータ量が増えコンピュータの処理が大変になることを理解する。





４　画像と分割数の関係
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